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こんな子たちです 

・進級や進学への不安が大きい子。 

 保育園の担当者、小学校・中学校・高等学校の特

別支援教育コーディネーター、教育委員会担当者と

で、引継ぎや連携の方法を話し合う。 

通級指導教室 

  担当教員 

 

アイディア１ 

 支援者同士がつながる

ことが必要ですね。 

アイディア３ 

 高等学校の入学式前

に、中学校での支援の情

報があるといいな。  

 特別な教育的支援を必要とする子どもの多くは、通常

の学級にも多く在籍している。武豊町の通級指導教室担

当教員は、発達障害等の子どもの支援を中心に行ってい

る。また、巡回指導で小・中学校を兼務しているため、

学校間の連携や移行支援にも欠かせない存在となってい

る。また、学校間の支援情報の引継ぎには「みみたのサ

ポートファイル（個別の支援計画）」を活用している。  

通級指導教室担当教員も連携の輪に 

保育園から高等学校まで支援情報をつなぐために 

－ 武豊町の保・小・中・高の連携 － 

保育園障害児 

  保育担当 

小学校 
特別支援教育 
コーディネーター 

アイディア２ 

 保・小・中・高

と一貫した支援を

していくために、

「みみたのサポート

ファイル（個別の支

援計画）」を活用し

ましょう。 

中学校 
特別支援教育 
コーディネーター 

教育委員会担当者 

高等学校 
特別支援教育 
コーディネーター 

高等学校の入学式前に、中学校での支援の情報を引き継ご

う。 

 保護者と本人の同意を得て

サポートファイルをつなぐこ

とで、その子の成長の記録が

分かるようになった。ファイ

ルを連携のツールにすること

で、ライフステージを通した

切れ目のない支援が可能に

なった。 

ポイント 

「みみたのサポートファイル」を活用して連携しよう。 

支援者同士がつながろう。 アイディア１

アイディア２ 

アイディアをみんなで実践 

 入学前に、生徒の情報を伝え

ることで、高等学校でも入学式前

から必要な支援や配慮をすること

ができるようになった。 

アイディア３ 

 武豊町教育支援委員会実務者会議を、年２回、教育委

員会主催で開き、研修や情報交換等を行っている。 

 参加者：保育園障害児保育担当、小・中学校特別支援 

教育コーディネーター、通級指導教室担当教員、町内

高等学校特別支援教育コーディネーター、町保健セン

ター担当、町内障害児関係事業所担当者等 

 担当者がお互いに顔を合

わせることで、具体的に連

携の話をすることができる

ようになった。高等学校で

も支援が可能なことを保護

者に伝えることができた。 

 中学校と高等学校の情報の連絡会を春休み中に

行った。 

 隣の市の高等学校へは、春休み中に「みみたのサ

ポートファイル」を届けて支援の引継ぎを行った。 

 美浜町、南知多町、武豊町の

３町では、「みみたのサポート

ファイル（個別の支援計画）」

を乳幼児期から作成している。

中学校から高等学校へも、この

ファイルを引き継ぐことにし

た。 

 これまで中学校での支援情報が高等学校へ伝えられることが少な

かったが、関係機関と連携し、高等学校への移行支援をすることで、

入学前から必要な支援や配慮を受けることができるようになり、高等

学校での安心な居場所をより早く作ることができるようになった。 

成果 実践 

実践 

実践 

成果 

成果 


